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NVIDIA の CEO ジェンセン・フアンが AI サミットインディアで述べた講演の要約は以

下の通りです。 

1. 技術の歴史的変化: 

o 1964 年の IBM システム 360 の導入以降、汎用コンピューティングが

60 年間続いてきましたが、ムーアの法則が限界を迎え、今や「加速コ

ンピューティング」が新しい基盤となっています。 

o NVIDIA は、CUDA というプログラミングモデルを用いて、GPU を中心と

する加速コンピューティングの普及を図り、AI やグラフィックス処理を含

む多分野での応用を推進してきました。 

2. AI とディープラーニングの革新: 

o ディープラーニングによって、従来のプログラミングとは異なる方法で、

膨大なデータからパターンを学び、AI がソフトウェアを自ら生成する「ソ

フトウェア 2.0」の時代が到来しました。 

o 特に大規模な基盤モデル（ファウンデーションモデル）が各企業で重要

視され、生成 AI の応用が拡大しています。 

3. 物理 AI と仮想空間の統合: 

o 物理 AI により、ロボットが現実世界で自動作業を行うことが可能になり

ます。NVIDIA は、DGX（トレーニング）、Omniverse（デジタルツインのシ

ミュレーション）、Jetson（ロボット運用）という 3 つのコンピュータープラ

ットフォームを提供しています。 



o Omniverse 上でロボットがトレーニングを行い、仮想空間でのテストと

実世界での運用を統合することで、製造業や物流など、物理的な産業

の効率を劇的に向上させることを目指しています。 

4. インド市場における AI インフラ構築: 

o インドでの AI インフラストラクチャーを構築し、言語モデルや医療診

断、ロボティクスといった分野での応用を推進しています。NVIDIA はイ

ンドのパートナー企業と連携し、多言語対応の AI モデルやロボットシ

ステムの開発を進め、インドからグローバルに技術を展開することを目

指しています。 

5. 生成 AI とエージェントの展望: 

o 生成 AI の発展により、さまざまな業務を支援するエージェントが普及し

つつあります。エージェントは、顧客対応やマーケティング、チップ設計

など、幅広いタスクを自動化し、人間の生産性を向上させる役割を果た

します。 

o 将来的には、生成 AI が IT 業界に続く次世代のバックオフィス業務とし

て普及し、インドの IT 企業が世界中の企業にエージェントを提供する

役割を担うと述べられました。 

この講演は、AI 技術の急速な進化とその影響についてインドの聴衆に語り、インド市

場の重要性や AI インフラの可能性を強調したものでした(AI Summit India)。 
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NVIDIA の CEO ジェンセン・フアンは、技術の歴史的変化について、特に 1964 年の

IBM システム 360 の導入を基点に、コンピューティング業界がどのように進化してき

たかを強調しました。以下がその詳細です。 

1. IBM システム 360 の革新: 

o 1964 年、IBM システム 360 が導入され、コンピュータ業界に汎用コンピ

ューティングの概念が広まりました。このシステムは、CPU、I/O サブシ



ステム、マルチタスク処理、オペレーティングシステムによるハードウェ

アとソフトウェアの分離といった構造をもたらし、コンピュータ間のアー

キテクチャの互換性を持たせる「ファミリーコンピューティング」を初めて

実現しました。 

o このアーキテクチャにより、投資したソフトウェアやシステムが長期間に

わたり利用可能になり、ハードウェアが進化してもその上で動くソフトウ

ェアを引き続き使用できるというメリットが生まれました。IBM システム

360 は、今日の IT 産業が築かれる基礎を形成し、その後の汎用コンピ

ューティングのスタンダードとなりました。 

2. ムーアの法則とその影響: 

o 1960 年代以降、「ムーアの法則」がコンピュータ技術の進展を支えてき

ました。ムーアの法則に従い、半導体チップ上のトランジスタ数が約 2

年ごとに倍増し、性能が劇的に向上していきました。このため、ソフトウ

ェアを変更しなくても、ハードウェアが自然と進化し、性能が倍増する恩

恵を享受できる時代が続いたのです。 

o この「無償の進化」は、社会におけるコンピューティング技術の普及を

支え、IT 業界の成長を促進しました。結果として、IT が全産業の基盤

となり、データ処理が多くの企業や産業の業務を支えるようになりまし

た。 

3. ムーアの法則の限界と加速コンピューティングへのシフト: 

o 近年、ムーアの法則は限界を迎えつつあります。CPU のスケーリング

が限界に達し、ハードウェアの性能向上が頭打ちになってきたため、従

来の方法では計算性能の向上やコスト削減が難しくなりつつあります。

従来のムーアの法則に頼る「フリーライド（無料の恩恵）」が終わりつつ

あり、計算コストの上昇（コンピューティング・インフレーション）という新

たな課題に直面しています。 

o この課題を解決するために、NVIDIA は加速コンピューティングという新

しい方向性を打ち出しました。これは、一般的な CPU の負荷を減らし、

特定の演算処理をより効率的に行えるように設計された GPU や特別

な計算モデル（CUDA）を活用することで、特定の用途に対してコンピュ

ータの性能を飛躍的に高めるというものです。 

4. 加速コンピューティングの価値と NVIDIA の役割: 

o NVIDIA は加速コンピューティングにおけるリーダーとして、CUDA とい

う独自のプログラミングモデルを開発し、GPU を用いてグラフィックス処

理やディープラーニングといった計算量の多い分野での性能向上を実

現しました。CUDA は、アプリケーションを数十倍に加速させる能力を



持ち、これにより画像生成や AI トレーニング、ビッグデータ解析など、

多くの分野で画期的な進展をもたらしました。 

o 具体的には、NVIDIA の GPU を利用した加速コンピューティングによ

り、これまで CPU では非現実的だったリアルタイムのコンピュータグラ

フィックスや AI の応用が可能となり、3D グラフィックスは多様な分野で

活用されるようになりました。さらに、NVIDIA は AI を活用したデータベ

ースの構築や、シミュレーション、量子コンピューティング、5G 通信の

効率化など、多方面での加速コンピューティングの応用を拡大していま

す。 

このように、1964 年から続く汎用コンピューティングの歴史がムーアの法則の限界に

よって新しい段階に入り、NVIDIA の加速コンピューティングが次世代の計算基盤とし

てその役割を担うことが期待されています(AI Summit India)。 
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NVIDIA の CEO ジェンセン・フアンは、AI とディープラーニングの革新について、特に

従来のプログラミング手法からディープラーニングによるソフトウェア開発への転換が

どのように業界を変革しているかを強調しました。以下がその詳細です。 

1. ソフトウェア 1.0 からソフトウェア 2.0 への転換: 

o 従来のプログラミング手法、すなわち「ソフトウェア 1.0」では、プログラ

マーが明示的なアルゴリズムをコードとして記述し、計算機にそのアル

ゴリズムを実行させることで問題を解決していました。典型的な例とし

て、Python や C、C++などのコードで明確なアルゴリズムを記述し、入

力に対して決まった出力を得るというモデルです。この手法は、ソフトウ

ェア開発を大規模な産業へと成長させ、インドの IT 産業においても中

核的な役割を果たしてきました。 

2. ソフトウェア 2.0 と機械学習の登場: 



o AI とディープラーニングによる「ソフトウェア 2.0」では、従来のプログラ

ミングと異なり、計算機が膨大なデータを通じてパターンや関係性を学

習し、最適な出力を生成するような関数（モデル）を自動的に作り上げ

ます。つまり、プログラマーが明示的なアルゴリズムを記述するのでは

なく、観察データを元に計算機が出力を予測する関数を学習し、これに

基づいた予測や判断を行います。これが「機械学習」や「ディープラー

ニング」の基本概念です。 

3. ディープラーニングの始まりとアレックスネット: 

o 2012 年にアレックスネット（AlexNet）というニューラルネットワークが登

場し、コンピュータビジョン分野で飛躍的な性能向上を見せました。アレ

ックスネットは、従来の手法に比べて圧倒的に高い精度で画像認識を

行うことができ、AI 業界全体にディープラーニングの可能性を示しまし

た。NVIDIA は、アレックスネットのようなモデルが膨大な計算能力を必

要とすることに注目し、これを GPU で処理するための基盤を構築しま

した。 

4. ディープラーニングによる計算基盤の再構築: 

o アレックスネットを契機に、NVIDIA はディープラーニングをさらに広範

な分野に応用することを目指し、計算スタック全体の再構築に取り組み

ました。この取り組みの一環として、ハードウェアからソフトウェア、そし

てアルゴリズムに至るまで、コンピューティング環境を AI に適した形へ

と再設計しました。これにより、ソフトウェアはもはやコードで記述される

ものではなく、データから学習される「ニューラルネットワーク」による推

論（インフェレンス）が主流となりました。 

5. AI モデルと GPU の役割: 

o ソフトウェア 2.0 の AI モデルは、推論を行う際に CPU ではなく GPU で

実行されるのが最適であるため、AI 分野において NVIDIA の GPU は

不可欠な存在となりました。GPU は並列処理に強く、ニューラルネット

ワークによる計算を効率的に行えるため、ディープラーニングモデルの

トレーニングと推論に最適です。 

6. 生成 AI（ジェネレーティブ AI）の拡大: 

o NVIDIA の加速コンピューティング技術は生成 AI にも適用され、テキス

ト生成や画像生成、音声合成など、さまざまな生成タスクを可能にしま

した。生成 AI は、テキストから画像、音声、化合物の構造など異なる

データ形式への変換を可能にし、例えば文章を画像に変換したり、逆

に画像を文章で説明したりすることができます。このような「モーダル変

換」が可能になったことで、生成 AI の応用が急速に拡大し、スタートア



ップ企業や既存企業が次々と参入し、多様な分野での革新が進行して

います。 

7. エージェントとしての AI: 

o 現在、AI は単なるツールではなく、タスクを自動的に実行する「エージ

ェント」としての役割を持つようになっています。NVIDIA のプラットフォ

ーム「NVIDIA AI Enterprise」を通じて、特定の目的や業務に特化した

AI エージェントを企業内で展開することが可能になり、顧客サービスや

マーケティング、チップ設計、物流管理など、様々な業務に対応できる

AI エージェントが登場しています。 

8. 今後の展望: 

o NVIDIA は、AI とディープラーニング技術を活用したコンピューティング

の再発明を進め、これを通じて従来の計算基盤を大きく変革し、業界

に新たな可能性をもたらしています。フアン氏は、今後も AI のスケーリ

ングとモデルの改良が進み、さらに高度で多機能な AI エージェントが

登場することで、AI が社会全体に深いインパクトを与えるとしていま

す。 

このように、NVIDIA は従来のプログラミングを超えた新たな AI 時代の到来をリード

し、ディープラーニングを中核とするソフトウェア 2.0 を推進しています(AI Summit 

India)。 
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NVIDIA の CEO ジェンセン・フアンは、物理 AI と仮想空間の統合について詳しく述

べ、次世代の AI が実世界で物理的な作業を遂行できることを目指した技術革新につ

いて説明しました。以下がその詳細です。 

1. 物理 AI の概念 



• 物理 AI とは、単なるデジタル処理にとどまらず、実際に物理的な作業を行え

るロボットやシステムが AI によって動作する概念です。物理 AI の役割は、例

えば製造業や物流、農業、自動車といった「物理的な生産や操作」を必要とす

る分野において、人手や従来の自動化技術以上に効率的かつ高度な作業を

実現することにあります。 

2. 物理 AI を支える 3 つのコンピュータープラットフォーム 

• NVIDIA は物理 AI を実現するために、以下の 3 つのコンピュータープラットフ

ォームを提供しています。 

1. DGX：AI モデルのトレーニング用プラットフォーム。 

 Blackwell アーキテクチャを基にした DGX システムは、大規模

なデータセットを処理し、複雑な AI モデルを学習させるための

計算基盤です。モデルがトレーニングされる場所として、膨大な

計算能力を提供します。 

2. Omniverse：仮想空間でのシミュレーション（デジタルツイン）。 

 Omniverse は、実世界の物理法則に基づいて仮想空間でのシ

ミュレーションを可能にするプラットフォームです。ロボットや自

動車などの物理 AI システムは、Omniverse 上でトレーニングや

シミュレーションを行うことで、実際の運用前にあらゆる動作や

条件を検証でき、最適化を図ることができます。 

3. Jetson AGX：物理 AI の運用基盤。 

 実際の物理環境で動作するロボットやシステムには、Jetson 

AGX が用いられます。このコンピューターは、実世界でロボット

が様々なタスクを遂行する際に必要な AI モデルを実行するた

めのプラットフォームです。 

3. Omniverse によるデジタルツインの構築 

• **デジタルツイン（Digital Twin）**とは、実世界の物理的な環境を仮想空間に

正確に再現したモデルを指します。NVIDIA の Omniverse 上では、工場や倉

庫、製造ラインなどの物理環境をデジタルツインとして構築し、ロボットや機械

の動作をリアルタイムでシミュレーションすることが可能です。 

• Omniverse は、物理法則に基づいて設計されており、流体力学や衝突のシミ

ュレーション、環境の変動など、あらゆる物理的な影響を再現します。これによ

り、ロボットが安全かつ効率的に作業を遂行できるように、様々な環境や条件

で動作を検証・最適化できるのです。 



4. ロボティクストレーニングと最適化のプロセス 

• ロボットや物理 AI システムは、Omniverse 上でのシミュレーション（Isaac Lab）

で訓練されます。Isaac Lab は「ロボットジム」として機能し、ロボットが物体を持

ち上げたり、特定の位置に移動したりといった動作を学習・テストする環境を

提供します。 

• このプロセスは「シミュレーション内でのテスト」から「実世界での実装」へと移

行する際のリスクとコストを大幅に削減します。ロボットは仮想環境で数多くの

試行錯誤を行い、最適な行動を学習した後、実際の工場や倉庫に展開され、

物理的なタスクを遂行します。 

5. 工場デジタルツイン「メガ」 

• Omniverse では、「Mega」という工場全体のデジタルツインのテンプレートが用

意されています。Mega により、工場内のあらゆるロボット、設備、センサーを

仮想環境に再現し、工場全体の稼働状況をモニタリングすることが可能です。 

• Mega は、各ロボットの動作や位置を正確に追跡し、仮想空間でシミュレーショ

ンを行うことで、工場の効率や安全性を最大化するための最適化をサポートし

ます。このデジタルツインを活用することで、工場内の新しいプロセスやシステ

ムの変更を現実の工場に導入する前にシミュレーションで検証し、リスクを減

らすことができます。 

6. 物理 AI がもたらす変革 

• 物理 AI の導入により、ロボットや自動運転車、製造ラインなど、実世界の物理

的なタスクを AI が実行・支援できるようになります。たとえば、製造業では製

品の組み立てや検査、物流では倉庫でのピッキングや仕分けが AI によって

行われ、業務の自動化が進みます。 

• また、AI が実世界の環境で学習しながら柔軟に対応できるようになることで、

より高度なタスクの自動化も可能になります。NVIDIA の目指す物理 AI は、従

来の工場自動化や産業ロボットの枠を超えた新しい生産システムを創り出す

可能性を持っています。 

7. インドにおける物理 AI の展望 

• インドにおいても、物理 AI の適用範囲が拡大しています。例えば、インドのロ

ボティクス企業 Adverb は、NVIDIA の Omniverse を活用し、ロボットをデジタ

ルツイン環境でトレーニングしてから実世界に配備する取り組みを行っていま



す。また、TCS やテックマヒンドラといったインドのシステムインテグレーター

は、この物理 AI の技術をインド国内外で展開し、グローバル市場への貢献を

図っています。 

NVIDIA の物理 AI と仮想空間の統合は、従来のコンピューティング技術を超えて、リ

アルな環境でのロボットや AI システムの実装を可能にし、幅広い産業において効率

と安全性の向上をもたらす大きな変革をもたらすとされています(AI Summit India)。 
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NVIDIA は、インド市場における AI インフラの構築と発展に積極的に取り組んでいま

す。同社の CEO であるジェンセン・フアン氏は、インドのデジタルトランスフォーメーシ

ョンを推進するため、AI が重要な役割を果たすと強調しています。 

主要な取り組みとパートナーシップ: 

1. クラウドインフラの拡大: インドの主要なクラウドインフラプロバイダーは、デー

タセンターの容量を急速に拡大しています。NVIDIA は、これらの企業と協力

し、同社の GPU の展開を年末までに約 10 倍に増加させる計画です。これに

より、AI 主導の経済のバックボーンを構築することを目指しています。  

NVIDIA ブログ 

2. IT 大手との協力: NVIDIA は、Infosys、TCS、Tech Mahindra、Wipro などのイン

ドの IT 大手と提携し、約 50 万人の開発者のスキル向上を支援しています。こ

れにより、インドが高度に訓練された労働力で AI 革命をリードできるようサポ

ートしています。  

NVIDIA ブログ 

https://blogs.nvidia.co.jp/2024/10/30/india-ai-summit-jensen-huang/
https://blogs.nvidia.co.jp/2024/10/30/india-ai-summit-jensen-huang/


3. AI ファクトリーの構築: Reliance Industries と協力し、産業タスクを自動化する

ための AI ファクトリーを構築しています。これにより、エネルギーや製造など

の分野でプロセスの変革を目指しています。  

NVIDIA ブログ 

4. 言語モデルの開発: NVIDIA は、ヒンディー語に対応した軽量の AI モデル

「Nemotron-4-Mini-Hindi-4B」を発表しました。このモデルは、インドの多様な

言語環境に対応し、企業が独自の AI モデルを開発する際の基盤として活用

されています。  

ロイター 

インド市場における AI インフラの重要性: 

インドは、豊富な IT とコンピューターサイエンスの専門知識を持ち、膨大なデータリソ

ースを活用することで、AI 分野でのリーダーシップを確立する潜在力があります。

NVIDIA は、これらの資源を最大限に活用し、インドが世界的な AI ハブとして成長す

ることを支援しています。 

これらの取り組みを通じて、NVIDIA はインド市場における AI インフラの強化と、同国

のデジタルトランスフォーメーションの加速を目指しています。 

情報源 
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NVIDIA の CEO ジェンセン・フアンは、生成 AI とエージェントの未来について、特に AI

の活用がどのように企業や個人の作業効率を向上させるかに焦点を当てて説明しま

した。以下がその詳細です。 

1. 生成 AI の役割と技術の進展 

• 生成 AI（ジェネレーティブ AI）は、文章や画像、音声、動画などのさまざまな形

式のデータを生成する AI 技術です。この技術は、異なるデータ形式間での翻

訳や変換も可能であり、例えば、テキストから画像生成、画像からテキスト生

成（キャプショニング）、音声からテキストへの変換など、多様な応用が行われ

ています。 

• フアン氏は、生成 AI がこれまでにない新たな用途とビジネス機会を生み出し

ており、特に大規模な言語モデルが、人間のような理解力や創造力を備えた

インターフェースとして機能することを強調しました。 

2. AI エージェントの概念とその展望 

• AI エージェントとは、特定の目的や業務に応じて自律的にタスクを実行できる

AI のことです。NVIDIA は、これらのエージェントが企業や個人の生産性を大

幅に向上させると考えており、さまざまな業務分野でのエージェントの活用が

期待されています。 

• 例として、顧客サービスエージェント、マーケティングエージェント、サプライチ

ェーンマネジメントエージェント、チップ設計エージェントなどが挙げられ、

NVIDIA は自社内でもチップ設計エージェントなどを活用していると述べていま

す。 

3. エージェントを企業に導入するためのプロセス 

• エージェントを効果的に企業内に導入するには、人材を採用するように、AI エ

ージェントに適切な訓練とガイドラインを提供することが必要です。エージェン

トは、企業の特定の業務に特化するためにトレーニングやカスタマイズが行わ

れ、特定のタスクを遂行するための知識やスキルを習得することが求められ

ます。 

• NVIDIA はこのためのライブラリを提供しており、「Nemo」と呼ばれるエージェン

トライフサイクルスイートを通じて、エージェントのトレーニング、評価、ガードレ

ール（業務範囲の制限）などが可能になります。たとえば、会計業務に特化し



たエージェントにはマーケティングのタスクを行わせないなどのガードレールを

設定し、エージェントが企業のポリシーに従って活動できるようにします。 

4. NVIDIA AI Enterprise とエージェント開発 

• 「NVIDIA AI Enterprise」は、企業がエージェントを活用しやすくするための統合

プラットフォームです。これにより、企業は大規模言語モデルを自社内に導入

し、各種のデータ（動画、PDF、テキストなど）を理解し、処理する AI エージェン

トを構築できます。 

• AI Enterprise 上のエージェントは、例えば、顧客からの問い合わせを理解して

適切な回答を行うカスタマーサービスエージェントや、マーケティングの文書を

作成するエージェントなど、多様な役割を担うことが可能です。このプラットフォ

ームにより、企業はカスタマイズした AI エージェントを業務に統合しやすくな

り、生産性を向上させることができます。 

5. 生成 AI の未来と産業へのインパクト 

• フアン氏は、生成 AI がインターネット以来の大きな技術革命であり、約 100 兆

ドル規模の産業に変革をもたらすと述べました。生成 AI によって生まれたエ

ージェントは、単純作業の自動化だけでなく、高度な意思決定支援や業務効

率化に貢献し、人間の作業を補完する存在として急速に成長しています。 

• 今後は、企業のバックオフィス業務の効率化やデジタル作業の自動化を実現

する「デジタルワークエージェント」から、製造業や建設業など、実際の物理的

な作業を支援する「物理 AI エージェント」まで幅広い分野でエージェントの活

用が進むことが予測されます。 

6. インド市場でのエージェントの導入と展望 

• インド市場でも、生成 AI とエージェントの導入が急速に進んでいます。NVIDIA

は、インドの IT 企業（例えば、TCS や Wipro）と協力して、生成 AI と AI エージ

ェントを通じて、インド国内外の企業が高度なデジタルワークフローを展開でき

るよう支援しています。 

• インドは特に多様な言語環境を持つため、ヒンディー語や他の地方言語に対

応した AI モデルが開発されており、これによりインド市場での生成 AI の利用

がさらに加速しています。また、インドの AI エコシステムは急速に成長してお

り、IT 業界からの技術支援やリソースを活用することで、生成 AI がさまざまな

産業での応用を広げています。 



まとめ 

生成 AI とエージェントの展望は、単にデジタル領域にとどまらず、現実世界での自動

化と人間の労働支援まで広がっており、NVIDIA はその中心的な役割を果たしていま

す。エージェント技術は、インド市場を含むグローバル市場において、業務効率化と

新たな価値創出を促進し、企業や産業全体に大きな変革をもたらすことが期待されて

います(AI Summit India)。 
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